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宍道潮周辺のため池におけるヒツジグサの

定着に汲ぼす水生動物の影響
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はじめに

湖沼やため池に生育する水生植物のうち，特に浮葉

植物は沿岸帯の生物群集構造に大きな影響を与える

とともに（denHartog　andvanderVe工de，1988），水体

の景観決定に重要な役割を果たしている（Kado皿o，

1987）。

　宍道湖・中海周辺で見られる浮葉植物のうち，ヒ

ツジグサ（抑㎎ん脇鮒o8o〃oGeorgi）はヒシ属に次

ぐ高い頻度で見られる（Kunii，19g1）　ヒッジグサは

分散をもっぱら種子に依っており，種子の分散と発

芽，および実生の定着がその後の植物の生存の可否

を決定する。この浮葉植物の分布に関して，角野

（1984）は兵庫県東播磨地方での種の在・不在データ
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から，生育型の類似するガガブタ的肋帥0肋8加伽α

O．K㎜tze）との競争のあることを示唆している。ま

た，宍道満ザ中海周辺のため池での同様なデータか

ら，Kmi1（1991）はヒシ属とのすみわけ関係を報告し

ている．

　宍道湖・中海周辺には数多くのため池が存在する。

これらのため池を対象とした広範囲にわたる調査・

研究により（Km1i，1991，Kmi1伽1．，1991），これまで

にこの地域の水生植物の分布と水質の物理的。化学

的因子との関連性については一定の成果が得られて

いる。一股に，ある植物がある特定の時空列上に存

在するためには，まず種子などの繁殖子，あるいは

植物体の一部がその場所に到達（侵入）することが

前提となる．その後は光，栄養塩，無機体炭素など

の非生物的環境条件に恵まれて成長し定着すること

はもちろんのこと，他種との競争や被食，病気など

の生物的要因にも耐えて繁殖することが必要となる

しかしながら，野外観察からは各植物の分布と非生

物的要因についての関連については推論ができるも
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図1　実験池の位置図．円木上池（仮称）は円木池に接
　　する場所にある．

のの，種間競争や補食者の影響といった生物的要因

が分布に与える影響については明確な答えを得るこ

とはできない．

　そこで今回，著者らはヒツジグサの分布を規定す

る生物的・非生物的諸要因のうち，ガガブタとの競

争および水生動物による撹乱や被食の影響に関する

野外実験を行い，このうち水生動物の影響に関して

若干の知見を得たのでここに報告する。

実験場所と方法

　宍道湖北岸のため池から，ヒツジグサおよびガガ

ブタの在・不在をもとに9つの池（ヒツジグサとガ

ガブタの両種とも生育している池として円木池と初

崎池，ヒツジグサのみ生育している池として井廻池

と円木上池，ガガブタのみが生育している池として
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図2　各実験池におけるヒツジグサの残存個体数の時間的変化．白丸はネットをかけなかったポット，黒丸はネットを
　　かけたポットを示す．
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室屋池と池浬池，両種とも見られない池として滝戸

池，偏照寺池，鏡池）を実験池に選んだ（図1，付

表1）。池名のうちチ円木上池は仮称であり，円木

池の上手にある小さな池を指す。なお，それぞれの

池の水質および水生植物相については，K㎜ii助oム

（1991）に詳しい。

　ヒツジグサに対する水生動物の食害や撹乱の影響

を調べるため，平田市の目久利池より採集した粘土

質の土壌を深さ3分の1程入れた直径25．5cm、深さ

25．3㎝のプラスチックポットを用意した。それぞれ

のポットには1991年4月下旬にヒツジグサの種予を

20個植え，1㎝の網目のネットをかけたものとかけ

なかったものを1組として，各池のほぼ中央に沈め

た。これらのポットはブラスッチク製の浮きにより，

水位変動にかかわらず常に水面下1mの深さにあるよ

うに調節された。実験に用いた種子は，大学内のコ

ンクリート水槽に生育するヒツジグサから前年の秋

に採集したもので，実験開始前の発芽を防ぐために，

3月上旬から保冷庫において10度の水温で保存され

ていたものを用いた。

　各ポットの植物について，5月から10月にかけて，

出現個体数，沈水葉および浮葉の数を月2回の割合

で記録し，成長の見られなくなった11月にポットを

図3　ネットの有無による残存状態の違いの一例（井廻
　　池で10月9日に観察されたもの）．
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回収してポット内の未発芽種子と根茎の数を数えた。

根茎の大きさについても記録したが，今回の緒果には

含めなかった。

結果

　図2は各池におけるネットの効果を比較したもので

ある。9カ所の実験池のうち滝戸池と円木上池を除く

7カ所で，ネットをかけなかったポット中の植物の子

葉と成長初期の沈水葉が，観察開始当初から全く観察

されなかったり，あるいは観察期間の途中で無くなっ

たりした（図3）。鏡池と偏照寺池では，ネットをか

けなかったポットでは観察期間中に発芽個体は1つも

観察されず，池浬池と井廻池でも観察期間の比較的早

い時期に発芽個体数がOになった。これら水生動物の

影響が大きかったと考えられる池のうち，偏照寺池，

池浬池，井廻池における未発芽種子数はそれぞれ2，

0，1個であった事から（表1），種子の状態あるい

は発芽直後に影響を受けたものと考えられる。初崎池

と室屋池では，個体数からはネットの効果がはっきり

しないが，沈水葉の数では8月下旬以降に差があらわ

れたことがわかる（表1）。沈水葉は，ネットをかけ

たポットでは鏡池を除いてすべて10月下旬まで見られ

たが，ネットをかけなかったポットで10月まで沈水葉

が残っていた池は滝戸池と円木上池の2カ所のみで
あった。

　9つの実験池のうち，水生動物の影響が無かったと

考えられる滝月池と円木上池を除いた7カ所における

観察結果をまとめたものが図4である。この図から

　　渦

鏑1◎
録
堅
無
汁5

　　　　　　　　　　　　胴）

図4．水生動物の影響の見られた7カ所の池におけるヒツ
　ジグサのポット当りの平均残存個体数の時聞的変化．
　　白丸はネットをかけなかったポット，黒丸はネットを
　　かけたポットを示す．図中のたて線は標準偏差を示
　　す．

fig010701.pdf
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図5。水生動物の影響の見られた7カ所の池における総最

大観察枚数のネットの有無による比較　観察期間を3期
　にわけ，それぞれの期間串における各余ツトでの最大観

察枚数の合計を示してある　白棒はネットをかけなかっ
　たポットの総枚数黒棒はネットをかけたポットの総枚

　数を示す．

初期にはネットの有無による差は見られなかったもの

の（F：1．6，ρ〉O．05），中期　（片8．1，ρ〈O．05），

後期（片12．8，ρ＜O．O05）と，期間の後になるほど有

意差が大きくなった。このことは，食害の影響が夏以

降に増大したことを示唆する。なお，今回の観察中，

浮葉の展開は滝戸池，円木上池，池浬池，初崎池で見

られたが，國井（1988）が報告した播種当年の開花は見

られなかった。

考察

　ヒツジグサの生育していない5つの池（室屋池，池

浬池，滝戸池，偏照寺池，鏡池）のうち，ネットの有

る無しにかかわらず，観察終了時にヒツジグサの生育

が確認できなかった池は鏡池のみであった。このこと

から，鏡池では水質がヒツジグサの生育に遭していな

かった事がわかる。この池は無植生であり，付表1か

らこの池では透明度が低く，そのために水生植物の生

育に遭さないことが推察される。偏照寺池，池浬池，

室屋池では，ネットをかけたポットでは観察最終日ま

で個体が維持されていたのに対し，ネットをかけな

かったポットでは観察期間中に個体は消滅した。これ

は，これらの池の水質はヒツジグサの生育に影響しな

かったが，水生動物による食害などの影響があったこ

とを示す。滝戸池ではネットをかけなかったポット

中の個体も多く残存し，沈水葉も多く展開していた。

このことから，滝月池の水質はヒツジグサの生育に

遭し，水生動物の影響もなかったと考えられる。つ

まり，この池にヒツジグサが生育していないのは，

種子が分散されていないためと考えられる。今回の

実験緒果からは以上のように考察されるが，底質の

影響やこの池で優占している同じ浮葉植物のヒシと

の競争，あるいは水位変動について，今後さらに考

察する必要があろう。

　ヒツジグサが生育している4つの池（円木池，初

崎池，井廻池，円木上池）では，ネットをかけなかっ

たポットでの個体の減少が見られ，特に井廻池では

顕著であった．この現象は，水質の面では生育にとっ

て問題がない池ではあっても，生物的要因により密

度の低下が起こっていることを示すものである。円

木上池では，これまでの調査から，食害を起こす魚類

は生息せず，トノサマガェルが生息していることが

わかっている（K㎜i蜘dん凱m脳1992）。その他の池

では，聞き込みにより，コイやフナなどの草食性の

魚が食用のために飼われていることがわかっている。

夏以降のヒツジグサ沈水葉数の減少は，恐らくこれ

らの魚による食害であろう。
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　三原健吾　國井秀伸

各調査池における水質の季節変化
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